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  福知山公立大学 初級地域公共政策士【2017～2019 年度生】 

地域経営人材育成基礎プログラム 募集要項 
 

 

 本学では、地域経営分野でのキャリアアップや再チャレンジを目指す大学生や社会人に対して、本学

部の科目を体系的に編成したプログラムを開講しています。「初級地域公共政策士」資格制度と連動さ

せることで、地域を担う市民、そして高度の専門的職業人を養成します（2019 年度は本学から１名初

級地域公共政策士が誕生しました）。 

 

 

 初級地域公共政策士とは？ 

   2011 年度からスタートした京都発の地域資格です。地域公共政策の担い手に求められる能力を育成する 

   プログラムを履修し、12ポイントを取得すれば、認定機関である（一財）地域公共人材開発機構から職能 

     資格「初級地域公共政策士」が付与されます。本資格プログラムは京都の９大学等（※）で実施されています。 

                     

                     

1．どのようなプログラムで、どのような能力を得たのかはっきり「見える」。 

2．学問的資格でもあり、職能的資格でもある。 

3．外部の評価機関にプログラムの質保証（社会的認証）を受けている。 

4．EU の教育・職能資格で用いられる EQF（※）レベルを参照している。  
   ※European Qualifications Framework の略 

 

     詳細は、（一財）地域公共人材開発機構の HP http://www.colpu.org をご覧ください。 
 

    
   ※ 京都大学、京都府立大学、京都産業大学、京都橘大学、京都文教大学、同志社大学、福知山公立大学、佛教大学、龍谷大学 
 

初級地域公共政策士 資格取得までの流れ 
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※ 資格希望者は、各プログラムを履修した上で「初級地域公共政策士」資格の認定にあたり、資格認定  

 料を（一財）地域公共人材開発機構（COLPU）へ 3,240 円支払う必要がありますのでご注意ください。 

 

（ただし、本学の学生には、合格者に対する補助があります） 

資格の特徴 

＊受講（継続）申込書は毎年教務委員会宛に提出する必要があります。 

 

初級地域公共政策士プログラム 

（地域経営人材育成基礎プログラム）受講 
 
 

（一財）地域公共人材開発機構に申請 

（成績証明書 or 履修証明書＋資格認定料） 
 

「初級地域公共政策士」認定 

《資格取得者쏔声》�
�
各授業쏔中쏍様々쏐知⾒쏸得쏯쏲쏤쎽쏅쎲、
特쏑印象쏑残쏉쏌쎪쏱쏔쎲「地域産業論」쏪
「中⼩企業論」쏍쎿。⼀⾒「初級地域公共政策
⼠」쏎쎪쎬名称쎱쏯、役所等쏍働쎵쎹쏎쏸想定
쎽쏅資格쎱쏎思쎪쏤쎿쎲、地域쏸⽀쎮쏱上쏍쏕
公共機関쏆쎷쏍쏐쎵、様々쏐쐔쐈쐘쎦쎲쏃쏔役
割쏸⼗分쏑果쏅쎿쎹쏎쎲重要쏍쎿。特쏑、地域
쏑根付쎪쏅中⼩企業쏔役割쏕必要不可⽋쏍쎨
쏰、쏃쎬쎽쏅企業쏔性質쏑쏊쎪쏌体系的쏑学쏜
쎹쏎쎲쏍쎳쏤쎽쏅。卒業後쏕、地元쏔⾦融機関
쏍働쎵予定쏍쎿쎲、本資格쏸取得쎿쏱上쏍学쏹
쏆쎹쏎쏸活쎱쎽쏌、地域쏔産業쏸⽀쎮쏱⼈材쏑
쏐쏲쏲쏖쏎思쎪쏤쎿。�

⽥村� 怜也（2019年度卒業⽣）�
田 
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初級地域公共政策士 「地域経営人材育成基礎プログラム 」（学部レベル/EQF6） 
 

➊ 目  的 ：北近畿地域の現状を踏まえたうえで、地域社会の多様な資源に新たな価値や位置づけを見 

        出し、その資源を活用して、地域のさまざまなセクターと連携と協働によって地域社会の 

        活力を創出するための基礎的な能力を育成する。 
 
➋ 育成する人物像：北近畿地域において地域社会に関する様々な理論・政策・地域活動を適切に組み合わ  
          せて活用することができるグローカル人材 
 

➌ アウトカム（プログラム修了時に獲得することが期待される能力）：以下のとおり 

 

達成目標 
 地域社会に関する様々な理論・政策・地域活動を適切に組み合わせて活用することができる

（６−０−１） 

 
知識 

・対象となる課題群の相互関係を把握し分析することができる（６−１−３） 

・地域社会における様々な活動と、活動をになう主体との関係の実践的把握（６−１−４） 

 
技能 

・地域における複雑な課題群について、その解決に必要な要素の特定と解決のためのプログラ 

ムの提示及び適用ができる（６−２−１） 

行能力 ・課題の解決のために必要な社会的資源を調達することができる（６−３−３） 

 

➍ 2015 年度 開講科目一覧 
 
 

➍ 2020 年度 開講科目一覧（括弧内は旧カリキュラムの科目名） 

下記の中から 12 ポイントとコミュニケーション演習を履修すること（全て「良」以上が条件）。 

 科目名 配当年次 ポイント数 担当者 履修条件など 

 

北 

近 

畿 

系 

①地域資源論 ２年次〜 ２ポイント 谷口知弘 

３科目の中から２科目を履

修すること 
②地域産業論 ２年次〜 ２ポイント 佐藤 充 

③地域農業システム論 ２年次〜 ２ポイント 山本公平 

 

分 

析 

系 

④統計学 ２年次〜 ２ポイント 倉本 到 
２科目の中から１科目を履

修すること 
⑤社会調査論 ２年次〜 ２ポイント 佐藤 充 

 

公 

共 

経 

営 

系 

⑥ソーシャルデザイン ３年次〜 ２ポイント 谷口知弘 

３科目の中から１科目を履

修すること 
⑦コミュニティビジネス ３年次〜 ２ポイント 塩見直紀 

⑧観光まちづくり論 ３年次〜 ２ポイント 谷口知弘 

企 

業 

経 

営 

系 

⑨地域イノベーション ３年次〜 ２ポイント 亀井省吾 
２科目の中から１科目を履

修すること 
⑩中小企業論 ３年次〜 ２ポイント 佐藤 充 

 

地域 

研究 
⑪地域経営研究Ⅰ ３年次〜 ２ポイント 全教員 

１科目履修すること 

（必修） 

 

公共マ

インド 
⑫コミュニケーション演習 ２年次〜 1 ポイント 杉岡秀紀・江上直樹 

必修（2020 年度の開講日は

調整中） 

 
 

《問い合わせ窓口》sugioka-hidenori＠fukuchiyama.ac.jp（杉岡研究室/４号館４階）      

       

 

 


